
 

 

 
 

5.2.3 塩分含有量試験･中性化深さ試験･鉄筋腐食状況調査結果  

塩分 含有量試験、 中性化 深さ試験及び 鉄筋腐 食状況調査の 結果を  

下 表 5-2-3.試 験結果及び 評価一覧表に 示す。  

表 5-2-3.試験 結果及び評 価一覧表  

表示番号 

コア番号 
調査位置 

鉄筋腐食状況調査 塩分含有量試験 中性化深さ試験 

最小 

純被り厚 

(mm) 

鉄筋 

腐食度 

鉄筋位置での 

塩化物イオン量 

(kg/m3) 

平均値 

(mm) 

中性化残り 

(mm) 
状態 

      

塩分 NO.2 

はつり NO.1 

東側 

張出床版 
17 ② 2.25 7.9 9.1 腐食開始及び範囲内 

塩分 NO.10 

はつり NO.5 

西側 

張出床版 
40 ② 3.27 15.8 24.2 腐食開始及び範囲内 

塩分 NO.3 

はつり NO.2 

東側 

主桁側面 
51 ③ 1.06 2.2 48.8 

腐食開始範囲(25mm)外であるが鉄筋 

には、部分的な浮き錆が認められる。 

塩分 NO.8 

はつり NO.4 

西側 

主桁側面 
51 ② 1.91 25.3 25.7 腐食開始範囲(25mm)外であるが鉄筋 

には、全周全長に浮き錆が認められる。 

塩分 NO.6 

はつり NO.3 
主桁下面 15 ② 3.27 20.1 -5.1 腐食開始 

A1 塩分 

A1 はつり 

A1 橋台 

たて壁 
43 ① 8.28 10.4 32.6 腐食開始範囲(25mm)外であるが鉄筋 

には、断面欠損が生じている。 

P2 はつり 
P2 橋脚 

東側柱部 
95 ② - 8.4 86.6 

腐食開始範囲(25mm)外であるが鉄筋 

には、全周全長に浮き錆が認められる。 
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【東 側張出床版 】  
東側 張出床版 (塩分 NO.2・は つり NO.1)の調 査結果を下 図 5-2-2.東 側張出

床 版 調査結果 図に 示す。  

20 40 60 80 100
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5

コンクリート表面からの深さ

(mm)

塩
化

物
イ
オ
ン
濃
度

(㎏
/m
3
)

2.25

2.51

2.00

1.52

1.66

中性化深さ

平均値7.9mm

主筋純被り最小値17mm

腐食ランクⅡ.Ⅲ

配力筋純被り最小値30mm

腐食ランクⅡ

中性化残り
9.1mm

発錆限界量1.2㎏/m3(土研)

 
図 5-2-2.東側 張出床 版調 査結果 図  

 

図 5-2-2 よ り、東側張 出 床版にお ける 塩化物 イオン濃度 は、表面 (0mm)か

ら 20mm の位 置で 2.25kg/m 3、80mm か ら 100mm の位 置で 1.66kg/m 3 と 、すべ て

の 位 置で発錆 限界 量 (1.2kg/m 3)を 超える 高い 値となっ てい た。  

こ れ は、コ ンク リ ート 製 造 時 に 含ま れ てい る 内 在塩 分量 (除塩 不 足 の海砂

を 使 用 )が 高 いこ とが 原 因 と 推測 さ れ 、そ の 後 、 飛 来 塩 分 が供 給 さ れ 、鉄 筋

位 置 において 塩化 物イオ ン 濃度が 2.25kg/m3 から 2.51kg/m 3 程度に なったも

の と 考えられ る。  

ま た 中 性 化 深 さ は 、 鉄 筋 位 置 で の 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 が 発 錆 限 界 量

(1.2kg/m 3)を 超え ている 塩分 環境下で は 、中 性化残 りは 25mm 以上 必要で あ

る と されてい るが 、最小 鉄筋被り 厚 17mm に対し 、中性 化 深さ平 均値 は 7.9mm

で あ り、そこか ら 求めら れる 中性化残 り は 9.1mm で あるた め、腐 食 開始範囲

内 に 該当する 。  

な お 鉄筋腐食 状況 調査の 結 果より、主 筋には 全体に 浮き錆 が認 め られ、配

力 筋 において も、部分的 な浮 き錆が認 め られ ること から、鉄筋腐 食 が開始し

て い ると考え られ る。また 、鉄 筋位置 での塩化 物 イオン濃度 が高い ことか ら 、

今 後 鉄筋腐食 が加 速する と 推測される 。  

 

次 項 に調査位 置で の詳細 調 査結果を示 す。  
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【西 側張出床版 】  
西側 張出床版 (塩分 NO.10・は つ り NO.5)の調 査結 果を下 図 5-2-3.西側張出

床 版 調査結果 図に 示す。  
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)

 
図 5-2-3.西側 張出床版 調 査結果図  

図 5-2-3 よ り、西側張 出 床版にお ける 塩化物 イオン濃度 は、表面 (0mm)か

ら 20mm の位 置で 1.82kg/m 3、80mm か ら 100mm の位 置で 2.39kg/m 3 と 、すべ て

の 位 置 で 発 錆 限 界 量 (1.2kg/m3)を 超 え る 高 い 値 と な っ て い た 。 ま た 、 20mm

か ら 40mm の 鉄筋位 置で は 3.27kg/m3 であり 、最も高い 値 を示し た 。  

こ れ は、東側張出 床版同 様に、内在 塩分量が 高 いのに加え 、飛 来 塩分が供

給 さ れたこと が原 因と考 え られる。  

ま た 、 中 性 化 深 さ は 、 鉄 筋 位 置 で の 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 が 発 錆 限 界 量

(1.2kg/m 3)を 超え ている 塩分 環境下で は 、中 性化残 りは 25mm 以上 必要で あ

る と されるが 、最 小鉄筋 被り 厚 40mm に対し 、中 性化深さ 平均 値 は 15.8mm で

あ り 、そこか ら求 められ る 中性化残り は 24.2mm で あ るため、腐 食 開始範囲

内 に 該当する 。  

な お 鉄筋腐 食状 況 調査 の 結 果 よ り、 主 筋に は 部 分的 な浮 き錆が 認 め ら れ 、

配 力 筋におい ても 全体的 な 浮き錆が認 められ るこ とから 、鉄筋腐 食 が開始し

て い ると考え られ 、今後 の 鉄筋腐食の 進行が 懸念 される。  

ま た 、コン クリ ー ト表 面 位 置 に 比べ 、 内部 の 塩 分量 が高 い理由 と し て は 、

セ メ ン ト 水 和 物 に フ リ ー デ ル 氏 塩 な ど と し て 固 定 さ れ て い る 塩 化 物 イ オ ン

が 、中性化によ っ て細孔 溶液 中に遊離 し 、溶 液中の塩 化物 イオン 濃 度が上昇

す る ことが挙 げら れる。塩化 物イオン の 濃度 勾配の 上昇は 、塩化 物 イオンの

移 動 を促進し 、その 結果 中性化 部分よ り奥 に 塩化物イ オン が濃縮 さ れたため

で あ る。  

次 項 に調査位 置で の詳細 調 査結果を示 す。  
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【東 側主桁側面 】  
東側 主桁側面 (塩分 NO.3・は つり NO.2)の調 査結果を下 図 5-2-4.東 側主桁

側 面 調査結果 図に 示す。  

1
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中性化残り48.8mm
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主筋純被り最小値51mm

腐食ランクⅠ.Ⅱ

帯筋純被り最小値60mm

腐食ランクⅠ

発錆限界量1.2㎏/m3(土研)

コンクリート表面からの深さ

(mm)

塩
化
物

イ
オ
ン

濃
度

(
㎏

/
m3
)

 
図 5-2-4.東側 主桁側 面調 査結果 図  

 

図 5-2-4 より 、東側主桁 側面におけ る 塩化物 イオ ン濃度は、表面 (0mm)か ら

20mm の位置が 最 も高く 、2.30kg/m 3 で あり 、20mm か ら 100mm の位置 では、1.01

か ら 0.97kg/m3 と 、ほぼ 同濃度であ っ た。  

こ れ は、コ ンクリート 製 造時に含 まれ ている 内 在塩分量が 、20mm か ら 100mm

の 位 置にある 1.01kg/m 3 から 0.97kg/m3 程 度 と推測さ れ、 現基準 の 0.3kg/m3

よ り は高い値 を示 してい る 。また 、0mm か ら 20mm の 位置で は 、その 後飛 来塩

分 等 が供給さ れて 高濃度 に なったもの と考え られ る。  

ま た 中 性 化 深 さ は 、 鉄 筋 位 置 で の 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 が 発 錆 限 界 量

(1.2kg/m3)を わず かであ るが 下回って お り、 中性化 残りは 10mm か ら 25mm 以

上 必 要である いう ことか ら 、中性化残 りが 48.8mm と 腐 食開始範囲外 に該当す

る 。  

なお 鉄筋腐食状 況 調査の 結果 より、主筋 及び 帯筋に は薄い 緻密な 錆があり、

塩化 物イオン濃度 及 び中 性化残 りの結 果が 反 映されて いると考え ら れる。  

しか し、張出 床版及び主 桁 の結果から 、鉄筋 腐食 に影響の あ る塩 化物イ

オン 量に着目して み ると、西側 に面した部 位 より東側 に面 した部 位 の方が表

面 0mm か ら 20mm の 塩化 物イオ ン量が 多い 傾 向にある こと より、 飛 来塩分量

が多 いと推測され 、東側 主桁側 面にお いて も 今後の鉄 筋腐 食に影 響 を及ぼす

と考 えられる。  

 

次項 に調査位 置で の詳細 調 査結果を示 す。  

176



鋼
材
調

査
結
果

1
.
調
査
位
置
図

中
性
化
深
さ
試
験
結
果

コ
ン
ク

リ
ー

ト
調
査

結
果

鉄
筋
腐
食
状
況
調
査
結
果

塩
分
含
有
量
試
験
結
果

（
塩
分
N
O
.3
）

（
は
つ
り
N
O
.
2
）：

東
側
主

桁
側
面

中
央
部

-
P1
間
　

東
側
主

桁
側

面
に
お

い
て
、
塩
分

含
有
量

試
験
及

び
中

性
化
深

さ
試

験
に
用

い
る
コ

ア
の

採
取
位

置
な
ら

び
に

鉄
筋
腐

食
状

況
調
査

位
置

を
下
図

1、
写
真
1
に
示
す
。

ま
た
、

鉄
筋

腐
食
状

況
調

査
に
お

い
て
は

、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
は

つ
り

部
に
て

中
性
化

深
さ

測
定
を

行
う
も

の
と

す
る
。

写
真
1
.
調
査
位

置
状

況

付
近
に
剥

離
、
鉄

筋
露

出
、
浮

き
及
び
、

ひ
び

わ
れ

測
点
/
測
定

位
置

外
 周

 面
/筒

元
2
.5

ｈ
1

ｈ
2

平
均
値

最
大
値

4
.
0

2
.2

4.
0

E
1
:
全
塩
分

定
量
値

 
  
 
 C
l
(%
)

0
.
1
00

E
2:
1
m中

の
全
塩

分
量

  
C
l(
k
g/
m
)3

1
2

3
4

5

0
.0
4
4

0.
0
46

0.
0
51

0
.
04
2

2.
3
0

1
.
0
1

1
.
06

1
.
17

0
.9
7

-

-
3

計
測

値

表
1
.
塩
分
含

有
量
試

験
結

果
表

写
真
3
.　

中
性
化

深
さ

試
験
結

果
状
況

ｈ
3

3
.0

ｈ
4

2.
5

2
.0

ｈ
5

ｈ
6

0
.
0

ｈ
7

1
.5

ｈ
8

2
.0

3
.
中
性
化
深
さ
試
験
結
果
（
J
I
S　

A
　
11
5
2
）

採
取
コ

ア
よ

り
中
性

化
深

さ
試
験

を
行
っ

た
結
果
を
下

表
2
、
図
3
、

写
真
3
に
示

す
。

表
2
.
中
性
化

深
さ
試

験
結

果
表

図
3.
供

試
体
測

点
位
置

図
外

周
面

8
点
と

す
る

4
.
鉄
筋
腐
食
状
況
調
査
結
果

鉄
筋

腐
食

状
況
調

査
結
果

を
下

表
3
、
図
4
、
写

真
4
に
示

す
。

鉄
筋

種
別

主
筋
.
1

Ｄ
1
6

6
8

純
被
り

厚
グ
レ
ー

(
m
m
)

表
3
.
鉄
筋
腐

食
状
況

調
査

結
果
表

鉄
筋

径
(
m
m)

1
7
5

5
1

③③ ③

デ
ィ
ン

グ
間
隔

(
m
m
)

6
2

写
真

5.
　
中

性
化

深
さ
測

定
結
果

状
況

写
真
4
.
鉄
筋
腐

食
状

況
調
査

結
果
状

況

帯
筋
.
1

6
0
～
8
5

③

主
筋
.
2

Ｄ
1
6

主
筋
.
3

Ｄ
1
6

1
8
0

Ｄ
1
3

図
4
.は

つ
り

部
詳
細

図

主 桁 下

主
筋
.
1
主
筋
.
2
主

筋
.
3

帯
筋
.
1

中
性
化
深
さ

測
定
位
置

5
.
中
性
化
深
さ
測
定
結
果
（
現
地
測
定
）

上
図
4
よ

り
、
コ

ン
ク
リ

ー
ト

は
つ
り

部
に
て

、
中

性
化
深

さ
測
定

を
行

っ
た
結

果
を

下
表
5
、

図
5
、
写
真

5に
示
す

。

A
B C D

E

H G F

測
点

/測
定
位
置

は
つ

り
部
断

面
3
.0Ａ

Ｂ
平
均
値

最
大
値

(
単
位

 
mm
)

1
0
.
0

3
.8

1
0
.0

Ｃ 0
.
0

Ｄ 4.
0

3
.0Ｅ

Ｆ 0
.
0

Ｇ 5.
0

Ｈ 5
.0

表
5
.
中
性
化

深
さ

測
定
結

果
表

は
つ
り
部

図
5
.
中
性
化

深
さ

測
定
位

置
図

H
-A
-
B点

付
近

写
真

中
央
部

2
5

2
5

上
関

側

南
側

室
津
側

6
9
97
5
　
P
1
橋
脚

図
1.
調
査

位
置

図
主
桁

側
面
図

6
9
10

4
0
00
0

足
場
設
置
範
囲

は
つ

り
N
O.
2

北
側

505

7
0
00

380
塩

分
N
O.
3

コ
ア

採
取

位
置

帯
筋

帯
筋

（
レ

ー
ダ

ー
探
査

結
果

よ
り

推
定

位
置

）

（
レ

ー
ダ

ー
探
査

結
果

よ
り

推
定

位
置

）

P1
側

南
側

面

（
レ

ー
ダ

ー
探

査
開

始
位

置
主

桁
下

面
よ

り
22
0m
m
）

（
レ

ー
ダ

ー
探
査

開
始

位
置

中
央

よ
り

6
76
0
m
m）

18
0

1
7
5

中
央

部
よ

り
69
1
0

340295 主桁下面より

505

3
4
0

2
9
5

主 桁 下 面

P
1
側

南
側

注
)う

す
い

赤
紫
色

に
呈

色
し

た
部

分
は

、
鉄
筋

腐
食

に
と

っ
て

の
安

全
側
を
考

慮
し

て
中

性
化

領
域

と
判

定
し

た
。

　
 最

大
値

は
、
外

周
面

の
最

大
中

性
化

深
さ
を

表
し

た
も

の
で

あ
り

、
測
点
の

最
大

中
性

化
深

さ
を

表
す

も
の

で
は

な
い

。

　
 
ま

た
中
性

化
残

り
は

、
鉄

筋
最

小
純
被

り
厚

51
mm
を

対
象
に

算
出

を
行
っ
た

。

2
.
塩
分
含
有
量
試
験
結
果
（
J
C
I　

S
C4
）

採
取
コ

ア
よ

り
塩
分

含
有

量
試
験

を
行
っ

た
結
果
を
下

表
1
、
図
2
、

写
真
2
に
示

す
。

E
2換

算
式

E
2＝

D
×

E
1
(全

塩
分

定
量

値
)

1
00

D
＝

コ
ン

ク
リ

ー
ト

気
乾

単
位

容
積

質
量

  
2
3
00
ｋ

ｇ
/
m

3

図
2
.供

試
体

切
断
図

2
0m
m
の
5
ス

ラ
イ

ス
と

す
る

10
0
m
m

2
0
m
m

2
1

4
3

5
コ
ン

ク
リ
ー

ト

2
0
m
m2
0
m
m 2
0
m
m2
0
m
m

表
面
部

写
真
2
.
　
供

試
体
状

況

鉄
筋
の
腐
食
状
況

表
4
.
鉄
筋

の
腐
食

状
況

に
応
じ

た
評
価

鉄
筋 ② ③ ④

浅
い
孔
食

等
の
断
面
欠
損
の
軽
微
な

腐
食

腐
食
な
し

非
破
壊
試
験

を
用
い
た
土
木
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
の
健
全
度
マ

ニ
ュ
ア
ル

①

腐
食
度

断
面
欠
損

が
著
し
い
腐
食

ご
く
表
面

的
な
腐
食

（
独
立
行
政
法
人
　
土
木
研
究

所
）

※
鉄

筋
腐
食

に
関

す
る

鉄
筋

腐
食

度
は

、
表

4
に

基
づ

き
行

う
。

(
単
位

 
m
m
)

中
性
化

4
8
.8

残
り

177



 

 

 
 

【西 側主桁側面 】  
西側 主桁側面 (塩分 NO.8・は つり NO.4)の調 査結果を下 図 5-2-5.西 側主桁

側 面 調査結果 図に 示す。  
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)

 
図 5-2-5.西側 主 桁側面調 査 結果図  

5-2-5 よ り、西側 主桁側 面にお ける塩 化物 イ オン濃度 は、 20mm か ら 40mm

の 位 置が最も 高く 、2.19kg/m3 であり 、その他 の位置では 、1.13 から 1.91kg/m 3

と 、 発錆限界 量 (1.2kg/m3)に 相当 する値 とな った。  

こ れ は、張出床 版 及び東 側 主桁側面同 様 に、コンク リート 製造時 に含まれ

て い る内在塩 分量 が高い と 推測され、そ の後 飛来塩 分が供 給さ れ て、鉄筋位

置 に おいて、 塩化 物イオ ン 濃度が 1.13kg/m3 から 1.91kg/m 3 となっ たものと

考 え られる。  

ま た 中 性 化 深 さ は 、 鉄 筋 位 置 で の 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 が 発 錆 限 界 量

(1.2kg/m 3)を 超え ている 塩分 環境下で は 、中 性化残 りは 25mm 以上 必要で あ

る と されるが 、最 小鉄筋 被り 厚 51mm に対し 、中 性化深さ 平均 値 は 25.3mm で

あ り 、そこか ら求 められ る 中性化残り は 25.7mm で あ るため、わ ず かではあ

る が 、腐食開 始範 囲外に 該 当する。  

 な お鉄筋腐食状 況 調査 の結果 より、主筋 に は全体に 浮き 錆が認 め られ、帯

筋に おいても、部分 的な 浮き錆 が認め られ る ことから 、鉄筋腐食 が 開始して

いる と考えられ、 今 後の 鉄筋腐 食の進 行が 懸 念される 。  

ま た 、コ ンク リー ト表 面 位置 に 比 べ、 内部 の 塩分量 が高 い理由 とし て は 、

セ メ ン ト 水 和 物 に フ リ ー デ ル 氏 塩 な ど と し て 固 定 さ れ て い る 塩 化 物 イ オ ン

が、中性 化によって 細孔 溶液中 に遊離 し、溶液 中の塩 化物イオン 濃 度が上昇

する ことが挙げら れ る。塩 化物 イオンの濃 度 勾配の上 昇は、塩化 物 イオンの

移動 を促進し、その 結果 中性化 部分よ り奥 に 塩化物イ オン が濃縮 さ れたため

であ る。  

次項 に調査位置 で の詳細 調査 結果を示 す 。
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【主 桁下面】  
主桁 下面 (塩分 NO.6・は つり NO.3)の 調査結 果を下図 5-2-6.主桁 下面調査

結 果 図に示す 。  
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図 5-2-6.主桁 側下面調査 結果図  

 

図 5-2-6 よ り、主 桁下面 にお ける塩化 物 イオ ン濃度 は 、表面 (0mm)から 20mm

の 位 置が最も 高く 、3.27kg/m 3 で あ り、40mm 以降 の 位置でも、2.74 か ら 1.17 

kg/m 3 と、 発錆限界量 (1.2kg/m3)を超 える高 い値 となった 。  

こ れ は、コンク リ ート製 造時 に含まれ て いる 内在塩 分量が 高かっ たものと

考 え られるが 、そ れ以上 に外 部からの 塩 化物 イオン の侵入 、すな わ ち飛来塩

分 量 が多いと 推測 され、鉄筋位 置で は、塩 化 物イオン濃 度 が 3.27kg/m 3 から

2.74kg/m 3 程度となっ た 。  

ま た 中 性 化 深 さ は 、 鉄 筋 位 置 で の 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 が 発 錆 限 界 量

(1.2kg/m 3)を 超え ている 塩分 環境下で は 、中 性化残 りは 25mm 以上 必要で あ

る と されるが 、主桁 両側 面より コンク リー ト 被り厚の 少な い主桁 下 面におい

て 、最小 鉄筋被り 厚 15mm に対し、中性化深 さ 平均値は 20.1mm であり 、鉄筋

位 置 以降まで 中性 化が進 ん でいる結果 となっ た。  

なお 鉄筋腐食状 況 調査の 結果 より、主筋 には 全体に 浮き錆 が認め られ、帯

筋に おいても部分 的 な浮 き錆が 認めら れる こ とから、鉄 筋腐食が 開 始してい

ると 考えられる。ま た鉄 筋位置 での塩 化物 イ オン濃度 が高 いこと か ら、今後

の鉄 筋腐食が加速 す ると 推測さ れる。  

 

次項 に調査位置 で の詳細 調査 結果を示 す 。  
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【 A1 橋 台たて 壁】  

A1 橋台た て壁  (A1 橋台 ・ A1 はつ り )の調 査 結果を下 図 5-2-7.A1 橋台たて

壁 調 査結果図 に示 す。  
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(
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)

 
図 5-2-7.A1 橋台 たて壁 調査 結果図  

 

図 5-2-7 より 、A1 橋台 た て壁にお ける 塩化物 イ オン測定結 果は 、上部工 と

比 べ て明らか に異 なる結 果 となった。  

海 上 部に位置 する 上部工 の 最大塩化物 イオン 濃度 は、3.27kg/m 3 で あるのに

対 し 、 A1 橋台たて 壁にお ける 塩化物イ オ ン濃 度は、 20mm から 40mm の 位置が

最 も 高く、 8.79kg/m3 であり 、 80mm か ら 100mm の位 置 でも 6.0kg/m3 と全体的

に 非 常に高い 値と なった 。  

こ れ は 、 コ ン ク リ ー ト 製 造 時 に 含 ま れ て い る 内 在 塩 分 量 が 、 上 部 工 で は

1.0kg/m 3 程度 と推測 でき るが、 それを も上 回 る高い濃 度で あった と 考えられ

る ほか 、外 部か らの塩 化物 イオ ンの 侵入 に よっ て、 高濃 度となっ て いる と考

え ら れる。  

な か で も 鉄 筋 位 置 (40mm か ら 60mm)に お い て の 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 は 、

8.28kg/m3 と表面と比 べ て非常に 高い 理由と しては、セ メント水和物 にフリー

デ ル氏 塩な どと して固 定さ れて いる 塩化 物 イオ ンが 、中 性化によ っ て細 孔溶

液 中に 遊離 し、 溶液中 の塩 化物 イオ ン濃 度 が上 昇す るこ とが挙げ ら れる 。塩

化 物イ オン の濃 度勾配 の上 昇は 、塩 化物 イ オン の移 動を 促進し、 そ の結 果中

性 化 部分より 奥に 塩化物 イ オンが濃縮 された ため である。  

ま た中性 化深 さ におい ては 、 鉄筋 位置 での 塩化物 イ オ ン濃度が 発錆限 界量

(1.2kg/m3)を 超え ている 塩分 環境下で は 、中性化 残 りは 25mm 以上 必 要である

と さ れるが、 最小 鉄筋被 り 厚 43mm に対し、 中 性化深さ平 均値は 10.4mm であ

り 、そ こから 求められる 中 性化残り は 32.6mm であるた め、腐食開 始 範囲外に

該 当 する。  

しか し、鉄筋腐 食状 況調 査の結果 より 、主筋 及び 帯筋にお いて 、鉄筋の断

面欠 損が認められ る こと から、鉄筋腐食が か なり進行 して いると 考 えられる。 

次項 に調査位置 で の詳細 調査 結果を示 す 。  
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5.2.4 P C 鋼 棒 定 着 部 腐 食 状 況 調 査 結 果 

 

PC 鋼棒定着 部 腐食状況 調 査 (主桁 上面・主桁 側面 )の 結果 を下 表 5-2-4.PC 鋼

棒定 着部腐食状況 結 果表 に示す 。  

 

表 5-2-4.PC 鋼 棒定着部 腐 食状況結果 表  

表示番号 調査位置 調査箇所状況 
損傷判定 

ランク※1 
腐食状況 推定原因 

PC 上 NO.1 異常なし Ⅲ 
表面錆が全体的に広が

っている 
内在塩分等による腐食 

橋面からの雨水の浸透 

PC 上 NO.2 

中央-P2 間 

西側 

橋面 

(主桁上面) AS面にW=3.0mm

のひびわれ 
Ⅲ 

表面錆が全体的に広が

っている 
内在塩分等による腐食 

橋面からの雨水の浸透 

PC 下 NO.1 
中央-P2 間 

東側 
異常なし Ⅱ 

全体的に鋼材表層部の

断面欠損 
塩害腐食及び被り不足 

PC 下 NO.2 
中央-P1 間 

西側 

主桁側面 

軽微な錆汁跡 Ⅱ 
全体的に鋼材表層部の

断面欠損 
塩害腐食及び被り不足 

 
※1.損傷判定ランク 

判定区分 一   般   的   状   況 

Ⅰ 損傷が著しく、交通確保の支障となる恐れがある｡ 

Ⅱ 損傷が大きく、詳細調査を実施し、補修するかどうかの検討を行う必要がある｡ 

Ⅲ 損傷が認められ､追跡調査を行う必要がある｡ 

Ⅳ 損傷が認められ、その程度を記録する必要がある｡ 

OK 点検の結果から損傷は認められない。 

（建設省土木研究所／土木研究資料第 2651号昭和 63 年 7 月 

 

表 5-2-4 より 、主桁上面 部 でアスファ ルト舗 装部 に異常が 認め ら れない箇

所 (PC 上 NO.1)と、ひび われ 損傷 (W=3.0mm L=700mm)が 認 められる 箇所 (PC 上

NO.2)で 調査 し た 結果 、 両 箇 所 の 定 着 部鋼 材 に は 表 面 錆 が 全 体的 に 広 が っ て

いる 状態であり、 腐 食ラ ンク及 び損傷 判定は ランクⅢと 判 定する 。  

ま た 、 主 桁 側 面 部 で コ ン ク リ ー ト 表 面 に 異 常 が 認 め ら れ な い 箇 所 (PC 下

NO.1)と、軽微な錆 汁跡が 認め られる箇 所 (PC 下 NO.2)で調査 した 結果、両 箇

所の 定着部鋼材全 体 には 、表層部が 剥がれ落 ち る断面欠損 が 認め られ、腐 食

ラン ク及び損傷判 定 はラ ンクⅡ と判断 する。  

以上 4 箇所 の PC 鋼棒定 着 部腐食調査 より、 主桁 上面部に はアス ファルト

舗装が 95mm あ るため、 腐食 損傷の進 行 が主 桁側面 部に比 べると 遅い傾向 に

ある が、主 桁部 において は内在塩分 量 が多い こ とや、コ ンクリー ト被り厚 が

薄い ことから、今 後 も鋼 材の腐食 の進 行が懸 念される。  

 

次項 に各調査位置 で の詳 細調査 結果を 示す 。  
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5.3 中 央 部 (ヒ ン ジ 部 )遊 間 計 測 結 果 

橋 梁 中央部に 設置 されて い る鋼製ヒン ジ部 、水 平沓 及び鋼 製伸縮 装置 の

各 計 測結果を 下表 5-3-1.中央ヒ ンジ 部計測 結果 (抜 粋 )及 び表 5-3-2.伸 縮

装 置 計測結果 (抜粋 )に示 す 。  
 

表 5-3-1.中央 ヒ ンジ部  計測 結果 (抜粋 ) 

橋 軸 直角方向 (mm) 
 移動 量 (mm)

上 部 遊間  下部 遊間  

東側 ヒンジ部  30 4 0(接 触 ) 

西側 ヒンジ部  32 3 0(接 触 ) 
 

表 5-3-2.伸縮 装 置  計測 結果 (抜 粋 ) 

 
ヒン ジ部  

フェ ー スプレート の 段差 (mm) 

東側  10 

中央  3 

西側  10 
 

表 5-3-1 及び 表 5-3-2 よ り、  

①  ヒン ジ部 移動量 は 30mm 程度 であり、計測 日が 気温 22℃ の高い時期 に

もか かわ らず、遊 間 (移動の 痕跡 )が開 き傾向 にある。  

②  ヒン ジ部 上部は遊 間が 3～ 4mm 開 き傾向 にあ るのに 対し 、下部は 遊 間

が無 く接 触してい る。  

③  橋面 ヒン ジ部伸縮 装置 の フェース プレ ートの 段差が最大 10mm あ り、

A1 側 (上 関側 )が高くな っ ている  

④  また 、A1 及び A2 主 桁内 面端部 には 、東側主 桁側面～横 桁～西側 主桁

側面 と、 取り巻く よう な 形のひび われ が発生 している。 (下 図 5- 3 - 1 参 照 ) 

⑤  径 間 の 支 間 中 央 部 に も 、 主 桁 端 部 同 様 、 東 側 主 桁 内 面 側 面 ～ 主 桁 内

面上 部～ 西側主桁 内面 側 面とひび われ が発生 している。 (下 図 5- 3 - 1 参 照 ) 
 

3999010 39990 10

220000

（南側）

A1

P1 P2

A2

（上関側）

70000 70000

（北側）

（室津側）

 
図 5-3-1.ひび われ発生箇 所  

(※ 赤 色 着 色 部 が 、 ひ び わ れ 発 生 箇 所 を 示 す 。 ) 

以 上 より、主桁には次 ペ ージのよう な 応力が 発 生している と推測 され る。 
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面

写
真
.
4　

西
側

外
側
面

上
関
側

南
側

室
津
側

北
側

図
3
.
計
測
位

置
図

（
建

設
省

土
木

研
究
所

/
土

木
研

究
試
料
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5
1
号

 昭
和

6
3年

7
月

）

損
傷
が
大
き
く
、
詳
細

調
査
を
実
施
し
、
補
修
す

る
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

Ⅱ

損
傷
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
程
度
を
記
録
す
る
必
要

が
あ
る
。

損
傷
が
認
め
ら
れ
、
追

跡
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

点
検
の
結
果
か
ら
損
傷

は
認
め
ら
れ
な
い
。

ⅣⅢ OK

表
2.
一
般
的
性

状
に
よ
る

損
傷
ラ
ン

ク

損
傷
が
著
し
く
、
交
通

確
保
の
支
障
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

判
定
区
分

Ⅰ

表
1
.計

測
結

果

判
 
 
定
  
内
  
容

結
果

：
東
西

内
外
側

共
に

、
鋼
材

の
全
体

的
な

  
 
 
  
塗
装

劣
化
及

び
表

面
錆
が

見
ら
れ

る
。

  
 
 
  
損
傷

判
定
ラ

ン
ク

は
、
Ⅲ

ラ
ン
ク

と
す

る
。

状
況

：
東
西

上
関
側

の
ヒ

ン
ジ
移

動
部
に

は
鋼

材
の
す

り
へ
り

跡
（

2段
階
）
が

見
ら

れ
、

　
　

　
橋
軸

方
向
移

動
量

は
合
計

で
東
側

30
m
m
、
西
側

32
m
mで

あ
っ

た
。

　
　

　
ま
た

、
橋
軸

直
角

方
向
上

遊
間
は

東
側

4m
m
、
西
側

3m
m
で
あ

る
が
、

下
遊
間

は

　
　

　
0
mm
（
接

触
）
で

あ
っ

た
。

  
 
 
  
(
計
測
日

:平
成
1
6
年
6
月
9
日
　
気

温
2
2
.0
度
)

尚
、
損

傷
評

価
は
、

表
2
に
基

づ
く
。

鉛
　
直

　
方
　

向
水
　
　

平
　

　
方
　

　
向

上
遊

間
量

ｃ
下
遊

間
量
ｄ

内
側

上
遊

間
ｅ

内
側

下
遊

間
ｆ

外
側

上
遊

間
ｇ

外
側

下
遊

間
ｈ

1期
移
動

量
2
期

移
動
量

移
動

量
計

ａ
ｂ

ａ
＋
ｂ

東
　

　
側

ヒ
ン

ジ
部

西
　

　
側

ヒ
ン

ジ
部

既
 
往
 
図

（
設
計

値
）

1
8

2
2

－

1
2

1
0

－

30 32 －

4 3 0

0 0

（
接
触
）

0

（
接
触
）

60 68

50

8
0

8
8

4
7
8

4
6
2

44
0

4
68

4
60
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中
央
部

調
査

結
果

1
.
調
査
位
置
図

橋
梁
中

央
部

下
面
に

設
置
さ

れ
て

い
る
、

B：
水
平
沓
（
主

桁
遊
間

）
の

調
査
位

置
を
下

図
.
1
.2
に
示

す
。

B
：
水
平
沓
（
主
桁
遊
間
）

図
2
.調

査
位
置

詳
細

図

主
桁

中
央
部

平
面

図

6
9
9
7
5

5
0

69
9
7
5

1
4
00
0
0

3
99
9
0

1
0

3
9
99
0

1
0

22
0
0
0
0

（
南
側
）

A
1

P
1

P
2

A
2

（
上
関
側
）

室
津
側

図
1
.調

査
位
置

図

（
北
側

）

（
室
津
側

）

4
0
0
0
0

足
場

設
置
箇

所

調
査
位
置

北
側

上
関
側

南
側

※
図
内

、
着
色
部

が
、
水
平

沓
部
（
主

桁
遊
間
部
）

を
示
す
。

2
.
計
測
結
果

B
：
水

平
沓
（

主
桁
遊

間
部

）
の
計

測
結
果

を
下

表
.
1に

示
す

。

ま
た
、
主

桁
遊
間

計
測

位
置
に

つ
い
て

は
、
下
図
.
3
に
て
示

す
。

3
.
外
観
変
状
調
査
結
果

B：
水
平
沓

（
主

桁
遊
間

部
）

の
調
査

結
果
を

写
真

1.
2
.3
に
示

す
。

写
真
.
1　

東
側

水
平
沓

写
真

.3
　
西

側
取

付
部
付

近

写
真
.
2　

西
側

水
平
沓

図
3.
計
測

位
置

図

（
建

設
省

土
木

研
究
所

/
土

木
研

究
試
料
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 昭
和
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3年

7
月

）

損
傷
が
大
き
く
、
詳
細

調
査
を
実
施
し
、
補
修
す

る
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

Ⅱ

損
傷
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
程
度
を
記
録
す
る
必
要

が
あ
る
。

損
傷
が
認
め
ら
れ
、
追

跡
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

点
検
の
結
果
か
ら
損
傷

は
認
め
ら
れ
な
い
。

ⅣⅢ OK

表
2.
一
般
的
性

状
に
よ
る

損
傷
ラ
ン

ク

損
傷
が
著
し
く
、
交
通

確
保
の
支
障
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

判
定
区
分

Ⅰ

上
関
側

南
側

室
津
側

北
側

ⅰ

ｊ

ｋ

ｌ

水
平

沓

表
1
.計

測
結

果

判
 
 
定
  
内
  
容

結
果

：
東
西

側
共

に
、
鋼

材
の
全

体
的

な

　
　

　
表
面

錆
が

見
ら
れ

る
。

　
　

　
ま
た

、
西

側
取
付

部
付
近

に
は

、
損
傷

規
模

　
　

　
4
50
×
1
5
0
×
8
0m
m
の
コ
ン

ク
リ

ー
ト
浮

き

　
　

　
が
見

ら
れ

る
。
（

損
傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
　
写

真
3
参
照
）

　
　

　
橋
軸

方
向

の
遊
間

は
、
過

大
な

応
力
が

原
因
と

　
　

　
推
察

さ
れ

る
（
損

傷
ラ
ン

ク
Ⅱ

）

尚
、
損

傷
評

価
は
、

表
2
に
基

づ
く
。

(計
測
日

:平
成
1
6年

6月
9
日
　
気

温
2
2.
0
度
)

橋
　

軸
　

方
　
向

橋
 
軸
 
直
 
角
 
方
 
向

外
側
遊

間
内
側
遊

間
上

関
側
遊

間
室
津

側
遊
間

ｉ
ｊ

ｋ
ｌ

東
側
遊

間

西
側
遊

間

既
 
往
 
図

（
設

計
値
）

2
0
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1
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5
0
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5
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1
1
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5
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5
3

5
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5
3

5
0
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中
央
部

調
査
結

果

1
.
調
査
位
置
図

橋
梁
橋

面
上

、
中
央

部
に
設

置
さ

れ
て
い

る
、
C
：
伸
縮
装

置
の
調

査
位

置
を
下

図
.
1.
2
に
示

す
。

C
：
伸
縮
装
置
（
橋
面
）

図
2.
調
査

位
置
詳

細
図

橋
面
中

央
部
平

面
図

6
9
9
7
5

5
0
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9
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4
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0
0

3
99
9
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1
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3
9
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0
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0
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（
南
側
）

A
1

P
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P
2

A
2

（
上
関
側
）

室
津
側

図
1
.調

査
位
置

図

（
北
側

）

（
室
津
側

）

4
0
0
0
0

足
場

設
置
箇

所

調
査
位
置

北
側

上
関
側

南
側

※
図
内
、

着
色
部
が

、
伸
縮
装
置

を
示
す
。

2
.
計
測
結
果

C
：
伸

縮
装
置

の
計
測

結
果

を
下
表

.1
に
示

す
。

ま
た
、
伸

縮
装
置

遊
間

計
測
位

置
に
つ

い
て
は
、
下

図
.
3に

て
示

す
。

3
.
外
観
変
状
調
査
結
果

C：
伸
縮
装

置
の

調
査
結

果
を

写
真
1
.
2.
3
.4
に
示

す
。

写
真

.1
　
伸

縮
装

置
全
景

写
真
.
4　

西
側
伸

縮
装

置

写
真

.2
　
東

側
伸

縮
装
置

図
3.
計

測
位
置

図

（
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設
省
土

木
研
究
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/
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研
究
試

料
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2
6
5
1
号
 
昭

和
6
3
年

7
月
）

損
傷

が
大
き
く
、
詳
細
調
査
を
実

施
し
、
補
修
す
る
か
ど
う

か
の
検
討
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

Ⅱ

損
傷

が
認
め
ら
れ
、
そ
の
程
度
を

記
録
す
る
必
要
が
あ
る
。

損
傷

が
認
め
ら
れ
、
追
跡
調
査
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

点
検

の
結
果
か
ら
損
傷
は
認
め
ら

れ
な
い
。

ⅣⅢ O
K

判
  
定
  
内
 
 容

表
2.
一

般
的
性
状

に
よ
る
損

傷
ラ
ン
ク

損
傷

が
著
し
く
、
交
通
確
保
の
支

障
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

判
定
区
分

Ⅰ

上
関
側

南
側

室
津
側

北
側

西
側

調
査
位

置

中
央

調
査
位

置

東
側

調
査
位

置

A
A

平
面
図

A
-A
断
面

図

ｍ
ｎ

ｏ

ｐ

上
関
側

南
側

室
津
側

北
側

ｑ

ｒ

写
真
.
3　

中
央

部
伸
縮

装
置
　

表
1
.計

測
結

果
結
果
：

東
西

側
に
は

、
最
大

1
0m
m
の
段
差

が
見

ら
れ
る

。

　
　
　

（
損

傷
ラ
ン

ク
Ⅳ
　

写
真

2参
照
）

　
　
　

ま
た

中
央
部

フ
ェ
イ

ス
プ

レ
ー
ト

に
は

、
局
部

的
な
鋼

材
の

断
面
欠

損
を

　
　
　

伴
う

腐
食
が

見
ら
れ

、
（

損
傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
　
写

真
3
参
照
）

  
 
  
 
伸
縮

装
置
下

面
よ
り

、
ウ

ェ
ブ
プ

レ
ー

ト
に
お

い
て
は

、
全

体
的
に

鋼
材

  
 
  
 
の
断

面
欠
損

が
見
ら

れ
る

。
（
損

傷
ラ

ン
ク
Ⅱ

）

　
　
　

ま
た

西
側
に

は
、
橋

軸
直

角
方
向

遊
間

部
の

　
　
　

接
触

が
見
ら

れ
る
。

（
損

傷
ラ
ン

ク
Ⅱ

　
写
真

4参
照
）

状
況
：

各
計
測

位
置
で

の
橋

軸
方
向

遊
間
は

、
上

関
側
、

室
津

側
共
に

ほ
ぼ
均

等
で

あ
る
が

、

　
　
　

中
央
及

び
西
側

が
5
5
mm
前
後

に
対
し

て
、

東
側
が

75
m
m
と
約
2
0
mm
広
く

な
っ

て
い
る

。

　
　
　

ま
た
直

角
方
向

遊
間

は
、
西

側
に
0
m
m
（
接
触

）
が
見

ら
れ

る
。

　
　
　

ま
た
伸

縮
装
置

ヒ
ィ

ン
ガ
ー

部
に
は

、
全

箇
所
段

差
が

み
ら
れ

、
上
関

側
が

高
く
な

っ
て
お

り
、

　
　
　

最
大
高

低
差
は

、
1
0
mm
と
な

っ
て
い

る
。

 
 
 
  
 
(計

測
日
:
平
成

1
6年

6月
8日

　
気
温

2
0.
5
度
)

尚
、
損

傷
評

価
は
、

表
2
に
基

づ
く
。
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図
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